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Ⅰ 調査の概要 

 

ⅰ）調査の目的 

  本調査は、市民の健康に関する意識及び行動を把握し、既存資料とあわせて次期小樽市健康増

進計画に反映させることを目的とする。 

 

ⅱ）調査対象及び調査方法等 

 

調査対象 小樽市内の高校に在学中の男女 

サンプル数 市内８校 

調査方法 各高校に依頼し、回収 

調査期間 令和４年１月２５日～２月１８日 

 

ⅲ）調査の項目 

   回答者の属性について（4問） 

   食生活の実態と栄養に関する知識について（7問） 

   たばこ・アルコールに関する摂取実態と知識について（5問） 

   エイズ（後天性免疫不全症候群）及び妊娠や避妊に関する知識について（２問） 

   ストレス・相談相手の有無について（６問） 

 

ⅳ）回収結果 

   配布数       320 

   回収数       255（79.7％） 

   有効回収数（率）  254（79.4％） 

 

   回収状況表 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

合計数 320 254 79.4％ 

性
別 

男性 ＊＊＊＊ 135 ＊＊＊＊ 

女性 ＊＊＊＊ 119 ＊＊＊＊ 

 

ⅴ）本報告書の見方について 

 比率は全て百分率（％）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。 

 基数となるべき実数は、ｎ＝○○○として掲載し、各比率はｎを 100として算出した。 

 男女間でのカイ二乗検定を行い、P＜0.01を有意差あり、P＜0.05を傾向ありとした。 

 その他の回答については、自由記載となっており、記載どおりに掲載した。 
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Ⅱ 調査の結果 

 

ⅰ）回答者の属性について 

                    

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

BMI について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）食生活の実態と栄養に関する知識について 

問１ 朝食の摂取状況について 

 「あなたは、普段朝食を食べますか。該当する番号を一つ選んで○印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.6%

9.6%

3.0%

11.9%

68.9%

10.9%

4.2%

16.0%

72.4%

10.2%

3.5%

13.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ほとんど

毎日食べる

週４～５日

食べる

週２～３日

食べる

ほとんど

食べない

男ｎ=135 女ｎ=119 全体ｎ=254

男性
53.1%

女性
46.9%

アンケートに回答した方の性別は、男性 135

人（53.1％）、女性 119 人（46.9％）であっ

た。平均学年 1.72学年 

 

 

BMI25以上の肥満の方は男性に多

い傾向がみられた。（P＜0.05） 

 

25.2%

16.3%

20.5%

62.2%

60.7%

61.4%

12.6%

23.0%

18.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
n=119

男性
n=135

全体

ｎ=254

18.5未満 18.5以上25未満 25以上

 

 

習慣的に朝食を「ほとんど毎日食べる」

と回答した方の割合は、全体で 72.4%、男

性が 75.6%、女性が 68.9%であった。 

朝食の摂取状況について、男女間で有意な

差はなかった。 
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問２ 食事のバランスについて 

「あなたは、1 日に 2 回以上、主食、主菜、副菜の全てをそろえて食事をすることが、週に

何日ありますか。該当する番号を一つ選んで○印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 食事バランスガイドの認知度について 

   「あなたは、「食事バランスガイド」について知っていますか。該当する番号を一つ選んで〇

印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 食事バランスガイドの活用について 

「あなたは、「食事バランスガイド」を参考にしたいと思いますか。該当する番号を一つ選ん

で〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.7%

14.1%

2.2%

93.3%

6.7%

88.2%

10.6%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

参考にしたい

参考にしない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

71.1%

14.8%

8.1%

5.9%

42.9%

27.7%

21.0%

8.4%

57.9%

20.9%

14.2%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ほとんど毎日食べる

週４～５日食べる

週２～３日食べる

ほとんど食べない

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

50.4%

47.4%

2.2%

60.5%

39.5%

55.1%

43.7%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

知っている

知らない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

 

食事バランスガイドを「知ってい

る」と回答した方の割合は、全体で

55.1%、男性が 50.4%、女性が

60.5%であった。 

 

食事バランスガイドを「参考にし

たい」と回答した方の割合は、全体で

88.2%、男性が 83.7%、女性が

93.3%であった。 

 

主食、主菜、副菜をそろえた食事

を 1日 2回以上「ほとんど毎日食

べる」と回答した方の割合は、全体

で 57.9%、男性が 71.1%、女性

が 42.9%であり、女性より男性で

高かった。（P＜0.01） 
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問５ 食生活で意識していることについて 

   「あなたは、生活習慣病の予防や改善のために、普段から食生活に気をつけるように意識して 

いますか。該当する番号を一つ選んで〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 食生活で意識していることについて 

「問５で「１」を選んだ方にお尋ねします。それはどのようなことですか。該当する番号を全

て選んで○印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.0%

43.0%

59.7%

40.3%

58.3%

41.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

意識している

意識していない

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

 

普段から食生活に気をつけるように

「意識している」と回答した方の割合は、

全体で 58.3%、男性が57.0%、女性が

59.7%であり、男女とも約 6 割であっ

た。 

27.3%

41.6%

39.0%

48.1%

44.2%

24.7%

5.2%

63.4%

39.4%

40.8%

46.5%

57.7%

39.4%

8.5%

44.6%

40.5%

39.9%

47.3%

50.7%

31.8%

6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

食べ過ぎない

ようにしている

塩分を摂り過ぎない

ようにしている

脂肪分の量と質を

調整している

甘いものを摂り過ぎ

ないようにしている

野菜をたくさん食べる

ようにしている

果物を食べている

その他

男性ｎ=77 女性ｎ=71 全体ｎ=148

 

普段から食生活を「意識している」と

回答した方のうち、女性では「食べ過ぎ

ないようにしている」と回答した方が

63.4%で最も多かった。男性では「甘い

ものを摂り過ぎないようにしている」と

回答した方が 48.1%で最も多かった。 

その他の回答（自由記載 6件） 

・無添加、オーガニック 

・なるべくバランスよく献立を作る 

・糖質制限 

・摂取カロリー 

・大豆食品をたくさん食べている 

・その日の活動量や体の状態に合わせて摂る 
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問７ 食品を選ぶ際に重視することについて 

   「あなたは、普段食品を選択する際にどのようなことを重視していますか。該当する番号を全

て選んで〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）たばこ・アルコールに関する摂取実態と知識について 

問８ タバコの喫煙経験について  

「あなたは、これまでにたばこを吸ったことがありますか。該当する番号を一つ選んで〇印

をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2%

94.1%

0.7%

0.8%

98.3%

0.8%

3.1%

96.1%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

喫煙経験が「ある」と回答した方の割合

は、全体で 3.1％、男性が 5.2%、女性が

0.8%であった。喫煙経験が「ある」と回答

した方の割合は、男性の方が多い傾向にあ

った。（P＜0.0５） 

 

 

81.5%

60.0%

60.7%

35.6%

14.8%

43.7%

31.1%

51.9%

15.6%

5.9%

84.0%

78.2%

55.5%

24.4%

6.7%

34.5%

24.4%

55.5%

10.1%

5.0%

82.7%

68.5%

58.3%

30.3%

11.0%

39.4%

28.0%

53.5%

13.0%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

おいしさ

好み

量・大きさ

栄養価

季節感･旬

安全性

鮮度

価格

簡便性

特になし

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

  

食品を選ぶ際に重視していることに

ついて、全体では「おいしさ」が 82.7%

で最も多く、次いで「好み」が 68.5%、

「量・大きさ」が 58.3％と多かった。 

「季節感・旬」や「簡便性」を重視す

ると回答した方は少なく、どちらも1割

程度であった。 
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問９ 受動喫煙について 

「あなたは、この１か月間に、自分以外の人が吸っていたたばこの煙を吸う機会（受動喫煙）

がありましたか。該当する番号を一つ選んで○印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 受動喫煙の場所について 

「問９で「１」と回答した方にお尋ねします。それは具体的にどのような場所でしたか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受動喫煙の場所について、「家」が最も多く、全体で 44.1％、男性が 50.8%、女性が

57.6%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受動喫煙の機会が「ある」と回答した方の

割合は、全体で 46.5％、男性が 43.7%、

女性が 49.6%であった。受動喫煙の機会が

「ある」と回答した方の割合は、男女間で有

意な差はなかった。 

 

43.7%

54.8%

1.5%

49.6%

47.9%

2.5%

46.5%

51.6%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

受動喫煙の機会が

あった

受動喫煙の機会は

なかった

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

その他の回答（２７件） 

・コンビニ（７件）            ・パチンコ店（１件） 

・公共交通機関の乗り場（６件）      ・公共の場（１件） 

・アルバイト先（３件）          ・自動車学校の外（１件） 

・飲食店（２件）             ・喫煙所の前（１件） 

・友人宅（２件）             ・複合商業施設など人が多くいるところ（１件） 

・駅前（２件） 

50.8%

16.1%

11.0%

22.0%

57.6%

10.2%

3.4%

28.8%

44.1%

22.0%

18.6%

15.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家

路上

車内

その他

全体 n=118 男性 n=59 女性 n=59
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問１１ ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について 

   「あなたは、「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）」という病気を知っていますか。該当する番号

を一つ選んで〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 飲酒経験について 

   「あなたは、これまでにお酒を飲んだことがありますか。該当する番号を一つ選んで〇印を

つけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅳ）エイズ（後天性免疫不全症候群）及び妊娠や避妊に関する知識について 

問１３  エイズ（後天性免疫不全症候群）に関する知識について  

「エイズ（後天性免疫不全症候群）について､あなたが、正しいと思うものを全て選んで○

印をつけてください。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲酒経験が「ある」と回答した方の割合

は、全体で 13.4%、男性が 14.8%、女性

が 11.8%であった。飲酒経験が「ある」と

回答した方の割合は、男女間で有意な差は

なかった。 

13.3%

82.2%

4.4%

12.6%

86.6%

0.8%

13.0%

84.3%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

知っている

知らない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）」を「知

っている」と回答した方の割合は、全体で

13.0％、男性が 13.3%、女性が 12.6%で

あった。「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）」を

「知っている」と回答した方の割合は、男女

間で有意な差はなかった。 

 

14.8%

84.4%

0.7%

11.8%

88.2%

0.0%

13.4%

86.2%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

「ＨＩＶに感染しても、

無症状である」の正解率が

低い傾向にあった。 

 

36.0%

9.0%

10.8%

80.2%

46.2%

2.8%

3.8%

70.8%

41.0%

6.0%

7.4%

75.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

HIVに感染しても、

無症状である（正解）

北海道に、エイズ患者は

いない（間違い）

エイズは、男性同性愛者

だけの問題である（間違い）

HIVに感染しても、治療に

よってエイズの発症を

遅らせることができる

（正解）

男性ｎ=111 女性ｎ=106 全体ｎ=217
＜正解率＞ 
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問 1４ 妊娠や避妊の知識について  

「妊娠や避妊について、あなたが、正しいと思うものを全て選んで○印をつけてくだい。」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅴ）ストレス・相談相手の有無について 

問 1５ ストレスや悩みなどについて  

「あなたは、ストレスや悩みを周りの人に気軽に相談していますか。該当する番号を一つ選

んで○印をつけてください。」 

 

 

列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

期待度数が 5 未満です。 

 

 

 

 

 

 

 

問 1６ 不満、悩み、苦労、ストレスについて  

「あなたは、この１か月に不満、悩み、苦労、ストレスなどがありましたか。該当する番号

を一つ選んで○印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1%

76.3%

17.5%

6.7%

75.6%

17.8%

6.4%

76.0%

17.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1回の性交渉では、

妊娠しない

（間違い）

コンドームを正しく使用

すれば、妊娠しない

（正解）

コンドームを使わなくても、

膣外射精で避妊ができる

（間違い）

男性ｎ=114 女性ｎ=90 全体ｎ=204

妊娠や避妊については、

概ね正しい知識を得てい

た。 

 

＜正解率＞ 

15.6%

37.0%

28.1%

16.3%

3.0%

21.0%

42.9%

26.1%

8.4%

1.7%

18.1%

39.8%

27.2%

12.6%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

いつもしている

時々している

あまりしていない

していない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

ストレスや悩みの相談を「いつもしてい

る」、「時々している」と回答した方の割合は、

全体で 57.9％、男性が 52.6％、女性が

63.9％であり、男女間で有意な差はみられ

なかった。 

21.5%

49.6%

17.8%

8.9%

2.2%

36.1%

50.4%

11.8%

1.7%

0.0%

28.3%

50.0%

15.0%

5.5%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

大いにある

多少ある

あまりない

全くない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

ストレス等が「大いにある」「多少ある」と回

答した方の割合は、全体で 78.3％、男性が

71.1％、女性が86.5％であった。ストレスの

有無について、女性の方が有意に高かった。 

（P＜0.0１） 
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問 1７ 自殺を考えるような強いストレスについて 

「この１年間に自殺を考えるような強いストレスを感じましたか。該当する番号を一つ選ん

で〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1８ 自殺を考えるような強いストレスの原因について 

「問１７で「１」と回答した方にお尋ねします。自殺を考えるような強いストレスを感じた

原因は何ですか。該当するものを全て選んで〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.4%

88.1%

1.5%

21.0%

79.0%

0.0%

15.4%

83.9%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

自殺を考えるような強いストレスを感じた

ことがあると回答した方の割合は、全体で

15.4％、男性が 10.4％、女性は 21.0％であ

った。男性より女性の方が強いストレスを感じ

やすい傾向がみられた。（P＜0.0５） 

64.3%

42.9%

28.6%

7.1%

28.6%

14.3%

21.4%

80.0%

32.0%

20.0%

8.0%

28.0%

12.0%

16.0%

74.4%

35.9%

23.1%

7.7%

28.2%

12.8%

17.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校に関すること

家族に関すること

恋愛に関すること

アルバイトに

関すること

自分の体・健康に

ついての悩み

生活が苦しい、

お金がないなど

その他

男性ｎ=14 女性ｎ=25 全体ｎ=39

自殺を考えるような強いストレスを感

じたことがある原因として、「学校に関す

ること」が 74.4％で最も多く、次いで「家

族に関すること」が 35.9％、「自分の体・

健康についての悩み」が 28.2％であっ

た。ストレスを感じる原因として多い内

容については、男女別での違いはみられ

なかった。 
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問 1９ 自殺の相談相手について 

   「問１７で「１」と回答した方にお尋ねします。自殺を考えるような強いストレスを感じた

時、誰に相談しましたか。該当するものを全て選んで〇印をつけてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ ストレスの対処方法について 

   「あなたは、ストレスをためないように自分なりの対処方法はありますか。該当する番号を

一つ選んで〇印をつけてください」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.7%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

8.3%

0.0%

50.0%

0.0%

40.0%

48.0%

8.0%

0.0%

0.0%

12.0%

12.0%

24.0%

20.0%

32.4%

43.2%

5.4%

0.0%

0.0%

10.8%

8.1%

32.4%

13.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

同居の親族

友人

相談窓口

別居の親族

同僚

学校の先生

精神科、メンタル

クリニックの職員

相談した

ことがない

その他

男性ｎ=12 女性ｎ=25 全体ｎ=37

自殺を考えるような強いストレスを感

じた時の相談相手について、「友人」と回

答した方の割合が 43.2%で最も多く、次

に「同居の親族」「相談したことがない」

が 32.4％であった。 

男女別でみると、男性は「相談したこと

がない」が 50.0％で最も多く、女性は「友

人」が 48.0％で最も多かった。 

74.1%

23.7%

2.2%

75.6%

22.7%

1.7%

74.8%

23.2%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ある

ない

無回答

男性ｎ=135 女性ｎ=119 全体ｎ=254

ストレスをためないように自分なりの

対処方法があると回答した方の割合は、

全体で 74.8％、男性が 74.1％、女性が

75.6％であった。ストレスの対処方法に

ついて、男女間での有意差はみられなか

った。 


